
受講対象者：
原則、厚南・厚東地区に在住または勤務している方で、
(1) 保健師・助産師・看護師又は准看護師の免許をもっている方（現在勤務していなくてもOK）

(2) 災害看護に関心があり、今後、地区で減災活動や災害支援活動に
取り組みたいと考えている方

(3) 研修の全日程に参加できる方
申込期限：2023年10月13日(金)まで
定 員：15名程度
参 加 費：無料
裏面の申込み方法にしたがってお申し込みください

宇部市 厚南・厚東地区
まちの減災ナース育成研修

受講生募集！

日 程 場 所

第1回 令和5年10月28日（土） 9:30～ 15:30
厚南市民センター
2階 多目的ホール
(宇部市厚南中央三丁目1番2号)

第2回 令和5年11月25日（土）10:00～16:00

第3回 令和5年12月16日（土） 9:30～ 14:30

宇部市主催 共催

厚南地区自治会連合会、厚南地区コミュニティ推進協議会、厚南地区自主防災会、
厚東地区自治会連合会、厚東地区コミュニティ推進協議会、厚東地区自主防災会、
宇部市社会福祉協議会、防災ネットワークうべ、FMきらら、宇部日報社、山口県災害看護研究会

後援

公益財団法人鹿島学術振興財団特定テーマ研究助成金の助成を受けて実施します

「まちの減災ナース」とは
平時から普段暮らしている地域、働いている地域で、地域の様々な立場の人

とともに、無理のない範囲で、看護の専門性を生かして減災活動に取り組みま
す。そして、災害が発生したときも可能な範囲で住民の健康と生活を支援する
役割を担います。この研修を通して、地域の様々な人々とつながりができ、
安心・安全な地域づくりに貢献します。



内容（予定）
事前学習課題：災害看護の基本的な学習についてオンデマンド視聴

第1回
１）宇部市の地域特性と防災の取り組み
２）ハザードマップの活用
３）水害時における高齢者の避難行動支援
４）宇部市における要配慮者の対応と課題

第2回
１）地域コミュニティ主体の防災・減災活動
２）厚南・厚東地区の防災・減災への取り組み （ミニシンポジウム）

(1) 自主防災会の立場から (2) 教育の立場から
(3) 社会福祉施設の立場から (4) 地域包括支援センターの立場から

第3回
１）避難所運営と避難者の健康管理の仕組み
２）地区の防災福祉コミュニティづくりを目指して～地区の防災・減災に

関する課題とまちの減災ナースとしての今後の取組み

申し込み方法
QRコードを読み取り、申込み専用フォームからお申込みください。

または下記問合せ先まで、電話またはFAXでお申込みください

▶申込フォーム（FAX送信にご利用ください）

〇電話・FAXでの申込み・研修の運営に関する問合せ先
山口大学地域レジリエンス研究センター 防災・減災グループ事務局（担当：網木）
TEL：0836-85-9348 FAX：0836-85-9301
E-mail：cldpm@yamaguchi-u.ac.jp

まちの減災ナース育成研修プログラム

※対面研修が困難となった場合、Zoomによるオンライン研修に変更することがあります。

ご提供いただいた個人情報は、本研修の目的のみに使用し厳重に管理します。

氏名
フリガナ

年代 代 性別 男・女
その他

勤務先
自宅住所 〒 住所
電話番号 E-mail

地区（〇で囲む）複数選択可 自宅が厚南地区・自宅が厚東地区・
勤務先が厚南地区・勤務先が厚東地区・その他（ ）

資格（〇で囲む）複数選択可 保健師・助産師・看護師・准看護師

オンライン研修時の使用機器※
パソコン（自分一人で受講）・パソコン（パソコン1台に
対し複数人で受講）・iPad・スマートフォン・機器はない

オンライン事前配信テスト希望※ 希望しない ・ 希望する

質問・要望
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